
この機会に、水災を補償するGK すまいの保険
「フルサポートプラン」または「セレクト（破損汚損なし）プラン」
　　　　　　　　　　　　　をご検討ください（注）。

GK すまいの保険の
「フルサポートプラン」または
「セレクト（破損汚損なし）プラン」なら
水災事故もしっかり補償します（注）。
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集中豪雨…集中豪雨…

台風による

　　土砂災害…
台風による

　　土砂災害…

あなたの火災保険で

水災は補償されますか？

※グラフの出典：国土交通省「水害統計」（注）グランドタイプをご契約いただく場合、契約プランは「フルサポートプラン」となります。
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※このチラシは「ＧＫ すまいの保険（すまいの火災保険）」の特徴をご説明したものです。　詳細は商品パンフレットまたは「ご契約のしおり（普通保険約款・
特約）」をご覧ください。

※これまでご契約されていた火災保険を満期日前に解約し、今回新たに当社でご契約される場合、補償内容、保険料および付帯サービス等が変更となり、
お客さまに不利益が生じる可能性があります。新たな保険契約の内容を事前にご確認のうえ、お申込みいただきますようお願いします。

87954-2　1　2022.8　A3F21   B　（修）（62）

近年話題となっている集中豪雨。総雨量は少なくて
も、局地的な大雨により、十数分で甚大な被害をもた
らすこともめずらしくありません。
地域によっては、土砂崩れ・崖崩れなどを起こし、ま
た、河川では氾濫がたびたび発生しています。
都市部でも家屋の浸水が発生し、住民の生活に直接
関わる被害は大きくなっています。

一度発生すると広い範囲に被害を及ぼす台風。例えば 2019 年の台風 19 号では、
計26,774棟の住宅が床上浸水の被害に見舞われました。台風被害は今後増加して
いく可能性があります。 （出典：国土交通省  「令和元年台風19号に係る被害状況」）

水災大国日本！ 毎年多くの水災被害がでています。
集中豪雨が多発！ 水災事故が増加しています。

台風による水災被害も今後、増加していくと予想されています。

都内でも450戸を超える家屋浸水が発生！

ひとたび水災事故が発生すると、建物や家財の損害に加え、残存物の取片づけ費用や家の中の清掃費用など、
損害は思いのほか高額になる傾向にあります。
ＧＫ すまいの保険の「フルサポートプラン」または「セレクト（破損汚損なし）プラン」では、これらの費用を補償します。

ＧＫ すまいの保険の
「フルサポートプラン」または「セレクト（破損汚損なし）プラン」は

水災事故（注1）をしっかり補償します（注2）。

主な水災事故例をご案内します。

（出典：国土交通省（写真含む））

浸水位

あふ

2010年7月5日、関東各地で
局地的な大雨が発生。東京都
板橋区では、１時間に114mm
の記録的な大雨を観測。この雨
により石神井川が溢れ、都内
だけでも450戸を超える家屋
浸水が発生しました。

（注1）台風、暴風雨、豪雨等による洪水・融雪洪水・高潮・土砂崩れ等によって、床上浸水または地盤面より45cmを超える浸水を被った
結果、保険の対象に損害が生じた場合等をいいます。

（注2）グランドタイプをご契約いただく場合、契約プランは「フルサポートプラン」となります。

本店　〒101-8011 東京都千代田区神田駿河台3-9 三井住友海上 駿河台ビル
〈チャットサポートやよくあるご質問などの各種サービス〉
 https://www.ms-ins.com/contact/cc/

〈お客さまデスク〉 0120-632-277（無料）

こちらから
アクセスできます▶

● ご相談・お申込先

損害額 万円約5,250大雨により河川が氾濫。建物が水没し、建物が全損する
被害が発生した。 （岡山県 2018年7月豪雨）

損害額 万円約3,080大雨により河川が氾濫。建物が水没し、建物と家財が
全損する被害が発生した。 （熊本県 2020年7月豪雨）

損害額 万円約1,800台風により河川が氾濫。居住していた戸室（マンション1F）が水没し、
建物と家財が全損する被害が発生した。 （東京都 2019年台風19号）
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